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研究ノート
消費者選択とヒックシアン需要対応
—ァロー＝ハーン『一般競争分析』研究 (6)―-—
神 保 郎
ここでは消費主体（家計）の選択が如何にして連続なヒックシアン需要対応として表現
できるかを中心として考察する。選好が選択を通じて連続な需要対応として表現できれ
ば，取扱いが遥かに簡単となるからである。
1. 消費者選択
消費の主体は家計であリ，その数は有限個 Hだけ経済に存在するものとする。そのう
ち h番目の家計の消費ベクトルを
Xh1' 
クh2
Xが＝
： 
Xhn 
で示すこととする。財貨の種類は nであって，やはり有限である。同じ種類の財貨であ
っても存在する場所や時間が違えば異なる種類の財貨であると見なすのであるから，この
時，考慮される timespanは有限である事も意味している。家計は初期保有量云h>o 
を持って市場に現われる。この初期保有量は全て市場で現行価格で販売される。それによ
って所得を得，その所得を自己の欲する財貨の購入に当てるのである。この場合，自分の
初期保有量として所有している財貨を一度市場で売ってしまい，必要であるならば，また
買い戻すと言った非常識な行動も，この中に含まれている。これは非常に不合理な行動の
ように見えるけれども，一切の取引に費用を必要としないと暗に仮定されている事から来
る結果である。したがって，この仮定を思い出すならば，決して不合理な行動ではないの
である。また，各財貨の初期保有量は，正かゼロである点を十分に理解しておく必要があ
る。その点で，生産ベクトルとは符号の使用法が少々異なるのである。全ての消費する量
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は消費ベクトルの中で非負の値で示される。家計は財貨やサービスを投入して，労働等を
生産する 1つの主体のように考える事もできる。ここでは，そのように考えず，労働も初
期保有量の中に入れて考える。しかし，ここで各家計に与えられるのは，さまざまな労働
をなしうる能力であって，労働（時間）そのものではない。家計は，そのうちからレジャ
ーと労働の間の選択を行い，また色々な種類の労働のうちから，自己に与えられた能力の
選択を行うのである。色々な労働の種類の集合を Lで示す事としよう。そうすると iE
Lでえhiであれば h番目の家計が第 i番目の種類の労働を供給する最大能力がえhiで
あるのを示している。これは必ずしもえhiだけの労働を家計 hが実際に供給するのを示
している訳ではない。すなわち，ぇhiがタイビストとしての能力を示しているとしても．
大抵のアメリカの大学で見られるように研究に大きな能力を示す大学者は，タイピングの
仕事はセクレタリーにまかせて，自分は，もっばら専門の研究に従事するであろう。した
がって，タイプ iの労働が供給できる量は
え“―“
となる。 Xhiは彼自身の為に利用する休息，レジャー，睡眠などが含まれる事になる。 1
日24時間のうち12時間は教える能力を持ち，残りの12時間はバスを運転する能力を持って
いるとする。この人が実際に，大学で8時間教えただけであるとすると，・教育能力のうち
4時間，バス運転のうちの12時間の合計16時間が睡眠やレジャーに使用された事になる。
したがって知が教育用の労働時間，ぇhiがバス運転用の労働時間とすれば
Xb;=4, Xbj=12 
であって，実際に供給される労働量は
ぇ“―Xh;=8
ぇ“―Xbj,;0
となって， 8時間だけが教育に当てられる事になる。また， K番目の仕事をする能力を全
く持っていない人の場合は
ぇhk=O
となる。したがって，自己が利用する労働時間 Xbkは
xhk~o (kEL) 
となる。また
ぇhk>O, Xhk<えhk
であれば，自分が所有している労働時間よりも自己が利用する労働時間の方が小さいか
ら，この家計は K番目の労働に関しては供給能力があり，その量は
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ぇhkー 功ふ>O
である。一方 Xぃ＞ぇhkであれば，タイプ Kの労働は自分の所有するものだけでは不足
しており，自分以外の主体からの供給を受けねばならない。その netの需要量は
ぇhk-Xhk>O
である。これは家内労働，修理労働，植木の手入れ，ベービー・シッターなどの需要量を
示している。
が=maxce, 0), ,-=max (-e, 0) 
の記号法を使えば，家計 hのタイフ゜ iの労働の netの供給量は
(Xhiー えhi)一
であり， netの需要量は
(Xhi―えhi)十
となる。かくて全てを勾i一えhiで統一的に表現しうる事になる。
色々なタイプの労働の供給量は各主体が持つ能力の差によって制約を受けるばかりでは
なく，時間の大きさによっても制約を受ける。われわれは，どんなに努力しても 1日に24
時間以上働くのは物理的に不可能なのである。労働の行う仕事は色々な単位で測定でき
る。そこで， 1単位の仕事をするに必要な労働をてhi単位であるとしておこう。これは
時間で測定できるけれども， 質を重視する場合は他の単位で測定することも考慮した上
で，このように決定する。全労働を供給する上限を Tとすれば， この制約は次のように
表わされる。
工てhi(Xhi―えhi)でこT
iEL 
[1) 
また他のタイプの財貨を消費するのにも時間が必要であり，その事も考慮しておく必要
がある。例えば食事や買物に時間は必要であり，通勤にも時間が必要となる。すなわち，
労働の供給にも，供給する労働以外の時間が必要となるのである。それぞれの財貨を消費
する為に必要な時間を •1hi (雄：L)とする。またて11,;(iEL)がタイフ゜ iの労働1単位を
供給するに必要な時間とする。そうすると全て，これら必要な時間の合計（或いは適当な
単位で測った労働の合計）は Tを超える事は出来ないから，次の式が成立する。
:E•hi(Xhi―なか+ :E•1 hi(Xhi―えhか+:E•hiXh;:c;:T (2) 
iEL iEL i年
Xbiは必ずしも現在の消費ではなく，先物取引によって得られたものである場合もあ
る。その場合叩はきわめて小さい値かゼロであろう。 XhcRnとすれば，家計 hの消
費可能集合に次の仮定を置く。
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仮定1
消費主体 hの消費可能集合 Xhは閉であり凸である。 XbEXhであれば XhLOであ
る。 ▲ 
これは図1に見られるように消費可能集合 Xhは R"の非負象限そのものであるのを
示したものである。ふは下に有界である。通常，労働のような消費主体の産出物をマイ
ナスの符号で示しているが，ここでは全ての消費量は正であり，家計部門の産出物と言う
べきものは全て初期保有量云hIこ含められているのは注目しておく必要がある。 X.h;=ぇ“
(iEL), 知 =O(坤L)となる場合には時間制約式は狭義の不等式となる。何故ならば
（知—知）一=O (iEL) (家計 hの第 i労働の純供給量）
(Xhj―えhJ)+=O(iEL) (家計 hの第 j労働の純需要量）
であるから
工 'l"hi(Xhi―和）—+ :E'1"1hl (知—らか+:E'l°h/知 =O<T
leL /eL 悼L
となるからである。 T=Oであれば，われわれは何を為す時間も無い訳であるから，何ら
かの意味ある経済活動があるには T>oでなければならない。 したがって時間制約式は
狭義の不等式が成立する。 o<a<lとなるように aを選んで
Xh;=aえhi(iEL) 
X2 
?
X1 
図1
176 
消費者選択とヒックシアン需要対応（神保）
恥;=O(祖：L) 
と恥iを定義すれば
哀hi::;: えhi(全ての iに対して）
妄hiく知（和>oの場合）
となる。 9・年Lでえhi=Oの場合は
恥;=O 
となり (3)式の等号が成立する。初期保有量が存在しているえhi>Oの場合では
み;=aえhi
1707 
(3) 
(4) 
(5) 
であり， o<a<1であるから， aを外せば当然 (4)式が成立する。すなわち， これは初
期保有ベクトルが下に有界であるのを示すものである。高hiは最小の成分であって，こと
労働に関しては如何なる種類のものであっても初期保有量を家計 hに存在しているもの
を示している。
仮定2
次のような消費可能ベクトル豆hEXhが存在する。
＝ XhiSえhi, Vi 
元，<和（知>oである場合）
ただし，ここで西は家計 hの初期保有ベクトルである。 ▲ 
家計は財貨を購入する為に所得を得なければならない。これは2つの源泉から得られ
る。 1つは初期保有量の販売からである。更にもう 1つは，各消費主体の持っている株式
（ある主体はゼロだけ所有している）によって各企業から受けとる利潤の配分からであ
る。企業fの株式のうち，消費主体 hの所有している割合を dhfとする。したがって
dり2::0であって，企業 fが各家計へ配分している割合を家計に関して合計すると当然の
事1となる。すなわち
仮定3
工dht;c=l
h 
消費主体 hの総所得を Mhで表わし， n種類の財貨の価格ベクトルを P とする。企
業fが Pのもとで利潤を最大化した生産ベクトルをリfとすると次の式が成立する。
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島 =p西十匹dh1CPY1)
f 
dh/2:;0, エdht=l
h 
▲ 
ここでは各企業は私有されてお見利潤は全て家計に配されてしまう。 0EY1であっ
て，企業が損失を生じた時は，いつでも企業は生産をやめる事ができる。したがって，有
限責任を持つ株式会社であると考える事ができる。この場合，利潤は PY1'?:P•o=O とな
るから，常に非負である。
さて，ここでの消費主体は価格体系（価格ベクトル）が与えられており，初期保有量も
与えられている。また町は企業が利澗最大化行動の結果決定されたものであり，したが
って消費主体そのものは変化させる力を持っていない。だから所得 Mhも与えられたも
のとなっている。家計の目的は，この与えられた価格ベクトルと所得の下で，購入可能な
財貨ベクトルの中から，どのようにして一番選好されるものを選ぶかにある。その為には
選好に関して消費主体がどのような順序 (ordering)を持っているかを仮定しておかねば
ならない。
仮定4
各消費主体 hには，以下の性質を持つ消費可能集合 Xhに所属している 2つ1組の要
素 xh1, xh2 に対して選好関係 ~h が存在する。
{a) 推移性
xぶ~~h2 であって．エi~江h3 であれば Xむ~~i となる。
(b) 連結性
ふに所属する全てのがとがに対して， Xむ~hxh2 か xむ切xhl が成立する。
{c) 連続性
任意に与えられた xhoに対して，集合 {xh¥ xh~hxh0) と {xh \xh゜~hり） は閉集合で
ある。
(d) 準狭凸性
ふ,1>-hxiであり， O:Sa<lであれば， (1-a)xh1+axi>-hxh2となる。
(e) 非飽和性
全てのエhEXh に対して Xむ~hXh となるような xho は存在しない。 ▲ 
ここで使われている記号 Xぶ~~h2 は消費主体 h が ;xhl と ;xh2 の 2 つの財貨ベクト
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ルに何らかの意味で選好を表明できる事を示している。この場合， xiよりも Xhlが選好
されるか，或いは両者は無差別であるのを意味している。 Xhl2:~i であって xh22'.:~hl
でない場合は ~h1>-hXh2 で示される。すなわち Xhl と x,,Z と， どちらでも好きな方を取
ってもよろしいと言えば，この消費主体は，断然 Xhlの方を取るのである。関係 2'.:hと
>-1rが出て来るが書物によっては >-hの方が基本的とするものがあるが， ここに見られ
るように' 2'.:hの方が基本的な関係とするのが普通である。 x,.12:;hx,,2であって， かつ
ふ,22:;hふ｝である場合は， X計にも xiにも同じ高さの選好水準をこの消費主体は感じて
いるのであって， X計~xhzと示される。この場合，財貨ベクトル Xh1と xh2とは無差別
であると言われる。互いに無差別な財貨の集合は無差別曲面であって， 2次元の平面上に
表現されたものが，無差別曲線である。ここでは必ずしも無差別曲線（曲面）が描ける事
を仮定していない点を注意しておこう。しかし，従来の理論との関係を示す為に，ことわ
りなく，屡々無差別曲線を使うけれども，これはイメージを与える為の便法に過ぎない。
さて仮定のうち(a)の推移性は，選好に論理学における推移律が成立するのを示したもの
であって，これは消費主体の選好が合理的で矛盾のないのを表わしたものである。例え
ば，ある消費主体に自転車か単車か，どちらか好きな方を買ってやろうと言って，単車が
欲しいと答えたとする。同じ主体に単車と乗用車とどちらが欲しいかと尋ね，乗用車の方
が欲しいと言ったとする。次に自転車と乗用車と，どちらが欲しいかと聞けば，突然，自
転車の方だとは言わないのを保証している。理性的・合理的な人間の行動として，さして
無理のない仮定であろう。 (b)は連結性であるが，これは財貨ベクトルが2つあった場合，
どちらを選好するかを必ず表明できるのを示したものである。また連結性とは消費可能集
合ふが連結集合であるのを示している。連結集合とはふを2つの閉の部分集合 A,
Bに分けた場合
AnB=</>, AUB=Xh 
となるようなものが存在しないのを指している。したがって一点 Xl、0EX1、を指定すれば
集合 {xh1Xh2:江岱｝と {xhI Xh2'.:xh0} とが互いに素な部分集合に分れる事はないのであ
る（図2と図3を参照）。 (c)の連続性は， やや取扱いが厄介ではあるが， 次の効用指標関
数の連続性との関係から重要である。ここで選好空間 Xhで任意の 1点 xhoを取り上げ
る。そうすると {xhlxh?: 江炒｝はむ° と無差別か，それよりも選好される財貨ベクトル
の集合である。無差別曲線が描ける場合は図2の網かけした部分であり，これが閉集合で
あるのを示している。図3は {xhIむ゜ 2'.:hX社で x,,oよりも選好されない財貨ベクトルの
集合である。 xhoに収束する無限点列xhv(11EN)が存在して， かつ X岱-<hxvC第2図
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X2 
ー
0 . 
X2 
Xi 
図2
X1 
図3
の場合）となるような xhvが存在すると言う事である。また一方， 後者の場合， xhoに
収束する無限点列で Xhv-<h丸° となるものが存在するのを主張している。ここで空間を
ュークリッド空間と規定したから， Rnの2点 Xh1 と xh2 に対し2つの近傍を N1(X心
と N2(エi)を取って
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N2 
(a) (b) 
図4
N1(Xh1) n M(xh2) = <p (6) 
（ただし¢ は空集合）となるように出来る。 Xi、l>-hxh2であれば ¥xhEN1(x心に対し
て xh>-hxh1 となるようにする事が出来る（図4の(a)。また一方では¥むEN2(Xのに
対しても X1ヽI>-江h となるものを選びうる。このような関係は如何に近傍を小さく取って
も成立するのは Xh1 ゃ xi に収束する無限点列が存在する事，すなわち｛む l む~,.XhO)
と {xいふ沿ごhXh) が閉集合である事から明らかである。 さて，ここで，このような近傍
を含む集合が閉集合であれば，この性質を持つ近傍が存在する事を証明する。背理法を使
って証明する為に，このような近傍州が ;xhlに存在しないと仮定しよう。そうすると，
;xhlの近傍 N に所属していながら Xぶこ江h となる XhENが存在する。
A:= {xh /xh~ 凸 0)
B:={xhlxh゜~h功,}
とおき，凸は，まず，集合 B に所属するものとする。 xhIまXh1に収束する点列の要素
である。閉集名と仮定したのであるから， その集積点 Xh1 もこの集合に属さなければな
らない。すなわち xh1EB。これは Xh1>-hxh2 としたのと矛盾する。したがって近傍 Ni,
Nが存在しなければならない。すなわち選好が連続的に変化する場合は，集合 A,Bは
閉集合でなければならないのである。 (d)の半狭凸性 (semi-strictconvexity)は o:s;a
く1とaの値がなっていて， a=1の場合が脱落している点に注意して欲しい。この仮
定は強固な根拠の上に構築されたものではないので，必ずしも，なっとくの行かない場合
もあるが，〔 1〕の第7章や〔4〕で，この仮定が成立しなければ， どのように経済学が
変化するかが示めされている。さて無差別曲線が描けると仮定して見れば，この仮定の意
味は明解である。図5では無差別曲線は半狭凸性の仮定を満たしている。 xh1Iま;xh2より
も高い選好水準の無差別曲線の上にあるから明らかに
Xh1>-hXh2 
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X2 
h 
Ii 
。
XI 
図5
Xz 
??
?
X1 
図6
である。 xhlとxh2とを直線で結べば xh2の点を除く直線上の全ての点は
(1-a)x/+axi>-hxh2 (O~a<l) (7) 
を満たしている。これは明らかに xh2より高い選好水準にある。 ところが無差別曲線が
非凸となっている図6の場合は Xhlとxiを結ぶ直線は，途中で，それよりも選好水準
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の低い xhsゃ:,ch4を通る。したがって (7)式の関係は成立しない。この事は，一種類だ
けの財貨を消費する生活よりも 2種類，あるいは多種類の財貨を適当な割合で選択する消
費生活の方が高い選好水準に到達しうる可能性（この事を確認するには消費可能集合の知
識が必要である）を示したものである。 (e)の非飽和性は J.f:,ch゜EXh に対しても xh>-~h゜
となるような XhEXhが存在するとした方が， われわれ日本人の思考には， なじみやす
い。すなわち，財貨の数量が多ければ多い程，選好の水準が高まるのであって，分析すべ
き財貨の中から無償財を排除して，経済財のみを分析する事を主張している。ゆたかな経
済の特色として，ボールディングのように全ての財貨の限界効用がゼロとなる blissの存
在を主張するものもあるが，どの点に blissが存在し， blissを越えて財貨を消費した場
合には，どのような現象が起るかは明らかでない。経済学は blissへ到る効率的な径をさ
ぐるのが，その目的であり，ひとたび blissに到達すれば，全ての病気が消滅した時の医
学のように，その役割を終えたのであり，経済学は安楽死したと見るべきであろう。その
点を考えれば「大きい事は，よい事だ」と言うコマーシャルがあったが，経済学では「多
いことは，良い事だ」と言っても，豊かになった今日でも十分に通用しうるものと考えら
‘れるであろう。
さて,semi-strict convexの仮定は局所的な飽和をさける為に設けたものである。こ
れを述べたのが次の補助定理である。
補助定理1
(a) 局所的非飽和：
いかなるエh1Eふに対しても， Xh至ふであって，どんなに ;xhl に近くても Xh2>-h
;xhl となるものが存在する。
(b) 凸性：
どんな xhoに対しても，集合 {xhlxh;?:;bXh0} は凸となる。 ▲ 
〔証明〕
(a)仮定(e)から，どんな xh1EXhを取っても Xh3>-hxh1であって Xh呈ふとなる消費
ベクトルが存在する。仮定 (d) から O~a<l に対して
Xh2= (1-a)xh3+axh1>-xh1 
となる xh2EXhが存在する。 a→1 とすれば左辺はエi→Jehl となるが >-hが成立して
いるから Xh2>-bXh1 となる。
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(b) 
Xh1と xh2E{xh lxh>-h叫 O}あるとしよう。 OSaSlである場合
X炉 ~(1-a)功｝十axi
とおく。そうすると
xh~hxh゜ (8) 
となるのがどんな aについても成立するのが証明されれどよいのである。 a=Oか a=l
かの場合は， X比 xiはともにむ° より選好水準の高い集合に所属していると仮定した
から当然成立する。すなわち
ふ占?:;h叫 o,xh22:h叫゜ (9) 
したがって，証明を完結するには O<a<lの場合にも (8)式が成立するのが言えればよ
い。仮定4の(b)から， Xh12::hxiとしても何ら一般性を失う事はない。 xh*>-hxhlとなる
ような Xh* を選んで， できる限り Xhlに近く取る事としよう。 Xh12::hXh2であったか
ら，仮定(a)によって Xh*>-~i となる。
む**:= (1-a)xh*十ax点o<a<l) UO) 
とおく。 xh*>-hxh2であるから， (d)により X・h**>-hX h 2となる。 (9)式から Xh22:hXh0であ
ったから
xh**~hxh゜ (1) 
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となる。 Xh**>-hむ° であれば xh**E{x叶xh;:::;hx岱｝となるのは言うまでもない。 Xhlに
できるだけ近く xh*を選んだ。したがてっ Xhを xh**にできるだけ近くに選ぶ事がで
きるのである（図8)。Xh*→:xhiとすれば xh**→Xhとなる。 したがって出は集合
{功,lxh;::; 江ho}に所属している点の集積点である。仮定4の(c)の連続性により，この集合
は閉集合であるから，閉集合の定義により Xh は，この集合に所属する。したがって，• こ
の集合に所属している 2点:xhiとxiとの凸結合の点が全て，この集合に所属するのが
分った。故に，この集合が凸であるのが証明された。 ロ
生産では利洞が最大になるように投入盤と産出量が選ばれるが，消費では選好が最大に
なるように主体が消費ベクトルを選ぶのである。消費空間 Xhと仮定4の(e)とを考え合
せると，少しでも多く消費した方が良いように思われる。何故ならば Xhはプラスの方向
に無限に広がっているからである。われわれの経験から考えれば，これは少し妙である。
われわれは無限の量を消費した経験は無いからである。そうすると現実には Xhに何らか
の制約があって，その真部分集合 ScXの中でふと江h となるような消費ベクトルを
XhESの中から選び出すことになる。 Xhを制限して Sの中に消費可能集合を閉じ込め
るのは貨幣所 Mhである。所得以上に支出できないから，われわれの消費活動は
px,$,Mh U2l 
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と言った範囲にとどまる。図9では三角形 ABOの影をつけた領域が， これに当る。直
線 ABは価格線，あるいは予算線と呼ばれているものである。 U2l式は予算制約式と呼ば
れている。
企業の場合，初期保有量の制約が存在しなければ， increasingreturnの場合では無限
大まで産出量や投入量が増大してしまう。消費の場合では， 2つのケースについて，困難
が生じると思われる。価格ベクトルは p}>oではなくて P>oであるとした。したがって
P戸 0の財貨では P;X;=Oとなって，予算制約式には関係なく， X; の量を増大できる。
仮定4の(e)を考慮すれば，需要量は無限大とならざるを得ないであろう。この問題につい
ては〔3)を参照して頂きたい。もう 1つの問題は財貨間にある範囲で完全代替性があれ
ば，その区間で無差別曲線は直線となる。これと価格線が重なる場合，需要は関数ではな
くて対応で示さねばならぬ事になる。
さて，全ての企業について，その利潤 P町~o が非負であるとしよう。もし損失が生じ
るような場合は， OE巧であったから，生産を止める事ができる。
島＝元＋予dhf(p町） 03) 
であるから， dht~O であるのを考慮すれば， 少なくともエ dhf(p町） ~o であると言え
る。また
恥,-:5ぇhi(全ての iに対して）
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豆h,<えhi(えhi>oである場合）
となっているので， Xhiは初期保有量よりは必ず需要量が少ないか，ゼロの需要量である
1717 
のを示している。少なくとも， 1財貨については正の初期保有量を持っているのを思い出
せば
pふ◊xh:5M,
したがって
p豆h<M
であるから，少なくとも元が需要されると主張しうるであろう。
さて，均衝解を持つための条件として，需要対応が upperhemi-continuousでなけ
(14) 
ればならないのが要求される。以上にあげた仮定だけからでは，この事が保証されないの
を示しておこう。
ここで2財貨だけから成る経済を考える。 1つの消費主体が初期保有量として財貨1だ
けを持っており，財貨2は全く持っていないものとする。財貨2の価格は一定であるが，
財貨1の価格かは0に収束するものとする。
P, えh1=Mh
であり，予算制約式は
P1Xh1:;:P1の,1+P2Xh2::;;:P1えhi
となる。 かXh1:,;:かXh1+P2Xh2となるのは P2Xh2LOとなっているからである。
P1Xh1g1ぇhi
であるから， P1>0と仮定したのと考え合わせると
Xh1~ ぇhi
U5l 
U6l 
となる。しかしか=Oとなれば，状況が全く異なる。 P1Xh1=0であるから需要ベクトル? 。
はP1Xぃ+PzXhz=O=Mとなるから，和に如何なる量であっても，予算制約式と両立し
ているのである。したがってか→ 0となる場合， Xhlは集積点を持たず，この需要関数
はか=Oの点で不連続となる。み)>0である場合，か→0となっても M>oであり，
xh,i>Oとなって Xいについては〔3〕で述べた方法で連続性が保証される。
補助定理2
功＇＊が予算制約式 px,:s;:M,x,,Eふを満足するベクトルの中で一番選好水準の高い需
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要ベクトルであるとすれば， Xh*は制約式 xh;?::;hxh*の下で PXhを一番小さくするもの
である。 ▲ 
〔証明〕
背理法を使って証明する為，結論を否定して Xむ?::,hxh* であって，且つ PXh1◊xh*
となるような Xhlが存在すると仮定する。すなわも pxh*は費用を最小にしないとする
のである。補助定理1の(a)では localnon-satiationが成立するのを主張しているか
ら Xhl の十分近くで xi~hXh1 となるような xh2EXh が存在する。 Xh1~hxh* で且つ
ふ註こhxhlであるから仮定1の(a)により Xぶ乙ぷh*が存在する。 pxh1<Mhであり， xi
を十分に Xh1に近く選んだので PXh2g凸*=Mhとするようにする事が出来る。これは
pxiが予算制約式を満足し，なお，かつ Xh*よりもエh2が選好されるのを示している。
この事は Xh*が予算制約式 pxh::::Mhを満足する Xhの中で一番選好される消費ベク卜
ルであるとしたのと矛盾する。したがって Xh2:"hXh*を満足する Xhの中で Xh*は一番
費用の少ない消費ベクトルである。 D 
次に述べるのは補助定理2の逆である。
補助定理3
Xh*が功,2:h叫°の制約の下で総支出 PXhを最小にするものであり，ある xh1EXhに
対して pxh*>PXh1であるならば， xh*は予算制約式 PXh';{J)xh*の下で一番選好される
消費ベクトルである。 ▲ 
〔証明〕
pxヽ gxh*を満たす任意の消費ベクトル x/EXhを考えよう。そして
ふ.(a): = (1-a)出,'+axh'(O<a::c:;:1)
であるとしよう。そうすると補助定理の仮定から
pxh*>Pxh', 
また一方
P叫'gふ,*
と Xb'を置いたのであるから
PXh(a)=(l-a)p叫 '+apxh'<Pxh*
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図10
が成立する。 xh(a)~江砂となっているとすれば， Xh*は補助定理の仮定から Pむを最
小にするベクトルであるから
pxh*~ む (a) U8l 
となる。ところが(17)式を考慮すると pxh(a)<Pxh* となっているのであるから (18)式が
成立せず，したがって出(a)2:1ふ° は成立しない。だから
叫 o>-江h(a)
でなければならない。すなわち
功,(a)E{む゜ lx,,o~シ凸｝
となる。これは仮定4の(c)により閉集合であるから，それに属する点列の集積点は必ずそ
の集合の中に取る事が出来る。したがって
lim xh(a)=功乍{xhぶ゜と凸｝
“→O 
UB) 
となる。補助定理の仮定から Xh;?::hむ° であり，したがってむ*;?:h叫° である。また(18)
式から Xむ切工介である。仮定4の(a)から Xh*;?::江h'。また PXh1g叫＊を満たすから，
このような x/に対して Xl、*;?::hXhが成立する。 ロ
ここで補償需要関数（ヒックシアン需要関数）と補償されない需要関数（マーシャリア
ン需要関数）は価格の定義城の境界では必ずしも一致しない。また多価関数となっている
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から，それに見合った連続の定義を行い，以下ではヒックシアン需要関数について議論を
進めて行く事にしたい。
ここでは，一般の用語法に従って多価関数を対応と呼ぶ事としよう。工h2'.0 としてい
るだけなので選好は必ずしも strictlyに凸ではないし，ふ軸の周辺では，価格の変化が
需要量を変化させない場合があるからである。
定義1
対応 (J)(x)が次の条件を満たす時， upperhemi-continuousと言う。
点列 {x九｛が｝があって， XV→x, が→Y, y全(/)(ゞ ）であるとき， gE(/)(X) とな
る。 ▲ 
図1では Xi,X2, 幻では upperhemi-continuous となっているが， Xaでは 6
=(J)(xa)となるので，点列は必ずしも集積点をその値域にもっていない。したがって，店
は upperhemi-continuousではない。通常uppersemi-continuousの用語が使用され
ているが，関数の場合と違って対応の場合には，より深い意味があるので upperhemi-
continuousの用語が使用されるのが一般化して来ている。
定義2
ここで補償需要対応は次のように表わされる。
<P(x) 
゜
。
Xi X2 X3 x, X 
図1
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Xh(p, xh0) = {x/ Jx/は XhEXゎ Xh?:;ぷの下で PX!、を最小にする｝。 ▲ 
補助定理4
Xh(p, xh0)は固定されたがに対して Pに関して upperhemi-continuousであ
る。 ▲ 
〔証明〕
pV→ P, ご→X, Xh乍ふ(pv,xD)のとき X炉 Xh(p,x0) となるのを証明すればよ
い。点列 {pV) があってが→Pであるとする。 XV巴Xh(pv,xD)であって， その集積
点が Xhツ→凸であるとする。そうすると Xh(p叫 xD) の定義から全てのッに対して，
Xh唸こhxh0となる。仮定4の(c)の選好の連続性から， X1、唸ごhX介となるように Xhツを取
れば， Xhツの集合は閉集合となり，その点列の集積点は同じ集合に所属する事になる。し
たがって
xh?::;hx岱。 (19) 
次に Xh1"2_こhXばとなるように任意の Xh'を取る。 Xh(pv,xO)の定義から， Xげは Pツ
に対する最小のがゲを保証しているから
pな;hvgvx/
となる。それぞれの集積点を取れば
PXh~xb' 
(20) 
(21) 
である。 Xh'Z::江hoとなるように任意の Xh'をとった。 Xhはその中で最小の Pむ’を与
えるから Xh(p,Xo)の定義より
:X:1,EXh(p, Xo) (2) 
となる。したがって Xh(p,Xo)は upperhemi-continuousである。 D 
ヒックシアン需要対応が upperhemi-continuousであるのが証明されたが．マーシ
ャリアンについては，その保証がない。したがって，均衡解の存在については， ヒックシ
ァンの方から attackするのが容易であるのは言うまでもない。
あとがき
熊谷尚夫先生達とこの書物を読んでから，もう10年近くの歳月が経ってしまった。先生
から，お教え頂いた点で，忘れてしまったHものもあるのではないかと，恐れる次第であ
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る。
REFERENCES 
〔1J. Arrow, Kenneth J., and F. H. Hahn (1971) 
Gen釘alCompetitive Analysis, San Francisco : Holden Day. 
福岡正夫・川又邦雄訳「一般均衡分析」東京：岩波書店。
(2〕 Debreu, Gerard (1983) 
Mat加maticalEconomics-Twenty Papers of Gerard Debreu, Cambridge: 
Cambridge University Press. 
〔3〕 神保一郎 (1984)
「超過需要関数の連続性と選好の非飽和」関西大学「経済論集』第34巻第3号，
pp. 105-113. 
〔4〕Trockel, Walter (1984) 
・ ・192 
Market Demand-An Analysis of Large Economies with Non-Convex 
Preferences, Berlin: Springer-Verlag. 
